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はじめに
日本の国勢調査（センサス）は、1920年の調査以

来、西暦末尾「0」の年に「大規模調査」、「5」の年
に（第2次世界大戦終戦時の1945年を除き）「簡易調
査」が実施されているが、アメリカの人口センサス
は、アメリカ独立から十数年を経た1790年から第1
回調査が始まり、これ以後10年に一度（西暦末尾「0」
の年に）実施されている。アメリカでは、1850年か
らは、「全数調査」が実施され、人口センサスの個
票がアメリカ国立公文書館に保存されている。「72
年ルール」に従い、個人情報保護のために72年間封
印された後、個票が一般に公開される（森口（2014））。
現時点では、アメリカ国立公文書館のホームページ
から、1940年調査までのデジタル化された個票（画
像）を検索閲覧することができる。

1886（明治19）年、仙台での男子の（普通）中等
教育学校の設立をめぐって、押川方義・ホーイ等と
富田鐡之助・新島襄・デフォレスト等が対峙した
が、文部大臣・森有禮、宮城県令・松平正直、仙台
区長・松倉恂をはじめ仙台の有力者の支援を得た富
田・新島の「半官半民」・「同志社の分校」たる宮
城英学校（翌年に東華学校と改称、校長は新島襄、
経営母体は東華義会）が認可され、押川方義は、仙
台神学校を創立し、神学教育に専心することとなっ
た。髙橋（2016）のテーマのひとつは、明治5年の
森有禮、富田鐡之助、新島襄の3人のアメリカでの
最初の出会いを確認することと、菅（2009）によっ
て示唆されていた1870（明治3）年のアメリカ人口
センサスにおける富田鐡之助と新島襄の調査個票を
確認することにあった1。本稿は、筆者にとって、こ
の延長線上の調査研究にあたる。
本稿の目的は、「校祖」押川方義とともに全身全

霊を以て仙台神学校創立・運営に尽力された「校祖」
W.E.ホーイと「校祖」D.B.シュネーダーのアメリカ
人口センサスの調査個票をもとに、そのファミリ
ー・ヒストリアを確認することにある。また、ホー
イ夫人となるM.オールト、シュネーダー夫人となる

A.シェーンバーガー、ドイツ改革派教会から派遣さ
れて女性宣教師で宮城女学校（現在の宮城学院）の
初代校長となったE.プルボー、及び国の重要文化財
「デフォレスト館」の名称のもととなったJ.H.デフォ
レストの調査個票も、合わせて紹介する。各人の個
票の検索においては、『東北学院百年史』や『ウィ
リアム・ホーイ伝』、さらには『シュネーダー博士
の生涯』が有力な手掛かりとなったこと、またその
記載内容もほぼ精確であったことを、ここに付記し
ておく（本稿で紹介した各種のエピソードは、ほと
んどがこれらの文献に記載されたものであるが、直
接引用したものを除き、参照ページを省略する）。

東北学院大学経済学部教授

髙橋　秀悦＊

アメリカ人口センサスに見る
ホーイ夫妻とシュネーダー夫妻
～さらにプルボーとデフォレスト夫妻～

＊仙台法務局の「旧土地台帳（片平丁79番）」の存在をご教
示いただいた志子田光雄先生（東北学院大学名誉教授）
に対し、また、総括的なコメントを下さった柴田良孝教
授（東北学院大学文学部）・遠藤健一教授（東北学院大
学文学部）・Wilson Alley教授（東北学院大学経済学部）
に対し、さらに、シュネーダー夫人の誕生日等の調査に
ご協力いただいた東北学院史資料センターの方々に対し、
ここに記して謝意を申し上げます。

1当時、富田は、ニュージャージー州サマセット郡ヒルズ
ボロウ・タウンシップ（ミルストーン）のオランダ改革
派教会に、また、新島は、マサチューセッツ州のアーモ
スト・カレッジの寮にいた。彼らの個票については、「参
考文献・参考資料」を参照のこと。

2仙台法務局の「旧土地台帳」によれば、デフォレスト館
の（南六軒丁通りを挟んだ）真向かいの土地（片平丁79
番、約1反6畝6歩（約498坪）：約1,645平方メートル）の
所有権は、「市原盛宏（東華学校副校長）→ 同志社（明治
27年1月10日）→ 押川方義・橋本経光（押川の兄で東北学
院神学部の最初の卒業生）等5名の共有（明治28年4月20
日）→ 二宮安次ほか（明治30年10月19日）→ 官有地（明
治32年9月1日）→ 文部省（明治39年10月30日）」と移転し
ている。なお、明治32年の「官有地（学校敷地）」は、現
在の宮城県仙台第一高等学校の前身にあたり、「宮城県尋
常中学校」から「宮城県中学校」と改称された中学校敷
地を、また、明治39年の「文部省」は、1902（明治39）
年設立の旧制仙台高等工業学校（SKK）敷地を意味して
いる。

2 校祖押川方義とその兄・橋本経光等が所有した「片平
丁79番」は、わずかながら、本学の「ホーイ記念館」敷
地西側の三角形の先端と重なっている。歴史はめぐり、
2014年、東北学院は、この部分を東北大学から買い戻し
たのである（詳細は、髙橋（2017）を参照のこと）。
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1. 校祖W.E.ホーイと夫人メアリ
（1）ホーイの家族

2016年3月、東北学院大学正門の真向かいの東北
大学から取得した地に「ホーイ記念館」が完成し、
9月から正式に供用を始めた2。記念館の名称は、東
北学院三校祖のひとりW.E.ホーイにちなむ。このホ
ーイの「出生から献身まで」の記載は、『東北学院
百年史』や『ホーイ伝』に尽きるが、「ほとんど当
然のことながら、ウィリアム少年の幼少期について
の記録は皆無に近い（『東北学院百年史』、p.176）」
から、本稿で紹介する人口センサスは、この時期の
貴重な資料になる。

1858（安政5）年6月4日生まれのウィリアム・E・
ホーイは、1860年の第8回アメリカ人口センサス
（Population Schedules of the 8th Census of the
United States 1860）に、「1歳  男性」として記載さ
れている（第1表）。アメリカ合衆国ペンシルバニア
州ユニオン郡ライムストーン・タウンシップ
（Limestone Township in the County of Union）で
の人口調査であった。センサスに記載された「最寄
りの郵便局」は、ミフリンバーグ（Mifflinburg）で
あった。ここが、ホーイの出生地である。なお、こ
の1860年調査は、南北戦争前でもあり、調査集計表
の各ページの冒頭には、黒人奴隷と対比される身分
的な表記である「自由な居住者（free inhabitants）」
も印字されている。
第1表のように、父ジョナス（34歳）・母エリザ

ベス（31歳）との間には、二男二女が生まれ、ウィ
リアムは、第三子であった。祖父ジョンが農地を
150エーカー（約60ヘクタール）
まで拡大したとされるが、こ
の調査では、ジョナス所有分
のみで12,000ドルの不動産（農
地）を持つまでになっていた。
このほかに、1,000ドルの（農
地以外の）個人資産もあり、2
人の農業従事者（servant）も
雇っていたのである。
隣接地には、ジョナスの双子の兄弟エライアスの

家と農地があり（不動産評価5,000ドル、個人資産
650ドル）、夫人レア、娘2人、農業従事者1人のほか、
双子の兄弟の姉リディア（42歳）も同居していた。

1870年の第9回人口センサスからは、エライア
ス・ホーイの個票を未だ探し出せていないが、校祖
ホーイ一家については、第2表のように検索抽出さ
れる。住所・最寄り郵便局は、1860年調査と同じ場

所である。この表から、「母親のエリザベスはウィ
リアムが6歳の時死亡しているので、ウィリアムは
四人の兄弟・姉妹と共に継母のキャサリンによって
育てられた（『東北学院百年史』、p.176）」ことを確
認することができる。すなわち、「キャサリン、44
歳、女性、白人、主婦」であり、兄弟姉妹（10歳～
17歳）は、すべて「学校在学中」と記載されている。
また、ジョナスの姉リディアも、エリザベスの死亡
後にエライアス家からこちらに移り、「リディアの
親身の助けを得て」とあるように（『ホーイ伝』、p.4）、
キャサリンを親身になって助けたのであった。勤勉
による農地拡大のためか、南北戦争後の不動産価値
の上昇のためか、詳細は不明だが、父ジョナスは、
10年前のほぼ2倍の不動産（23,324ドル）を持ち、
（農地以外の）個人資産も2,700ドルまで増やしてい
る。

ウィリアムは、1882年のフランクリン・アンド・
マーシャル・カレッジ卒業とされていることから、
1880年の第10回人口センサスのときは、ランカスタ
ー市内に住まいしていたと思われるが、この第10回
センサスでも、依然として、ライムストーン・タウ
ンシップでの調査の中に記録されている。伯母リデ
ィアも健在であり、ホーイ家の家族構成にも、1870
年センサスと変更はないが、ウィリアムと同年齢の

家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 職業 出生地

177 193 Elias           Hoy 34 m Farmer Penn

Leah          Hoy
32 f 〃

　＜以下、3名省略＞ 　 　 　

Lydia           Hoy  42 f 〃

178 194 Jonas            Hoy 34 m Farmer Penn

Elizabeth     Hoy
31 f 〃

Mary C.       Hoy 7 f 〃

James G.     Hoy 3 m 〃

William  E.  Hoy 1 m 〃

Ella             Hoy 6/12 f 〃

Benjamin   Eshleman 18 m Servant 〃

Matilda      Adames 20 f 〃

第1表  ホーイ・ファミリー（1860年人口センサス）

家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 カラー 職業 出生地

144 146 Hoy    　Jonas 45 M W Farmer Pennsylvania

　―   　Catharine 44 F W Keeping House Pennsylvania

 　―　    Jonas 14 M W Attending School Pennsylvania

  ―　    Mary C. 17 F W Attending School Pennsylvania

  ―    　William 12 M W Attending School Pennsylvania

  ―      Ella 10 F W Attending School Pennsylvania

  ―　    Lydia 50 F W Retired House Keeper Pennsylvania

第2表  ホーイ・ファミリー（1870年人口センサス）

Penna

Penna



男性シャーリー（続柄や職業は記載なし）が加わっ
ている。

（2）ホーイ夫人メアリ
1885（明治18）年4月21日、ホーイ、エリザベ

ス・プルボー、メアリ・B・オールトの3人が、ドイ
ツ改革派教会によって日本派遣宣教師として選任さ
れ、ホーイは、この年の暮れから日本で活動を始め、
翌年1月に仙台に着任する。プルボーとオールトは、
1886（明治19）年7月に来日し、同月、仙台に着任
し、宮城女学校（現在の宮城学院）の開校準備にあ
たり、9月から授業を始める。翌1887年12月に、ホ
ーイとオールトは、後に述べるシュネーダー夫妻の
横浜到着に合わせて、開通したばかりの上野までの
鉄道に乗車して上京し、27日に東京・築地のミラー
宣教師宅で結婚式を挙げる。
メアリ・オールトは、1863年9月10日生まれであ

り、人口センサスでは、1870年のペンシルバニア州
キュンバーランド郡メキャニックスバーグ
（Mechanicsburg in the County of Cumberland）の
調査に登場する（第3表）。父ジョン（34歳）は聖職
者（clergyman）であった。サラ（31歳）との間に
は、一男二女があり、メアリはその長女で、当時6
歳であった。教会には、家事手伝い（Domestic
Servant）の女性も1人いたようである。

1880年の人口センサスでは、オールト・ファミリ
ーは、ペンシルバニア州アダムス郡リトルタウン・
ボロー（Littletown Borough in the County of
Adams）に転居している。父ジョン・オールトの職
業は、「ドイツ改革派聖職者（minister）」となって
いる。メアリの下には、2人の妹も生まれ、一男四
女の弟妹の年長者（16歳）となっている。

1891（明治24）年、仙台神学校は東北学院と名称
変更し（宮城県学務課に東北学院の設立を申請し認
可され）、翌年から理事局を組織し、押川が院長、
ホーイが理事局長（副院長兼任）に就任する。これ
以後、ホーイは、東北学院の理事局長として東北学

院の経営と財務の最高責任者を務めることになる。
そのホーイは、仙台神学校時代から個人資産を投じ
て経営と財務を担っていたのである。すなわち、
1888年8月、ホーイは、本願寺仙台別院跡地の敷地
の一部（1,200坪）を「自費で購入し」、11月には、
そこに木造2階建て建物（教室・寄宿舎）を「自費
で建築し」、新妻メアリの父にちなんで「オールト
記念館」と名付けたのである（『東北学院百年史』、
pp.284～292及びp.1310）。しかしながら、この土地
と建物をめぐっては、ホーイとアメリカのドイツ改
革派教会外国伝道局との間で確執・軋轢が生じた。
外国伝道局では、オールト記念館の土地と建物は、
伝道局に帰属すべきという主張がなされ、伝道局の
理事の中には、「その妻が亡くなった父親から受け
継いだ遺産を、ホーイがこのような形で用い尽くす
ことは、妻に対する思いやりを欠く行為であり、将
来に対する見通しが甘い」と言う人もいたのである
（『東北学院百年史』、p.291）。

1880年の人口センサスでは、ドイツ改革派教会聖
職者の父ジョンが44歳、母サラが40歳であったが、
この調査の後（メアリ17歳の時）、両親が相次いで
逝去し、10代の育ち盛りの子供5人が残された。こ
うした状況にあったが、1885年、メアリは、師範学
校の最上級生の時、外国伝道局の海外派遣宣教師に
応募する。彼女は、その志願書の中で、幼い時から

宣教師になる願いを持っていたこと
を述べた後、「私は今ではわが家を
持たないひとり身ですが、弟や妹た
ちは、それぞれ住むところがあって
幸福に暮らしております。私が面倒
を見なければならない者は一人もお
りません」とし、堅い決意を示す
（『東北学院百年史』、p.325）。聖職
者であったオールト家の個人資産

は、1,050ドル（1870年人口センサス）であったから、
1888年に土地購入費1,500円～1,600円、建築費800～
900円とされる「オールト記念館」の取得費用にほ
ぼ相当する3。メアリが受け継いだ遺産のすべてをオ
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家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 カラー 職業 出生地

352 352 Ault      John 34 M w Clergyman Pa

 ―　　　 Sarah J. 31 F w Keeping house Pa

  ―        Mary B. 6 F w  Pa

 ―　　  John W. 4 M w  Pa

 ―　　  Anna E. 1 F w Pa

Cross   Sarah 16 F w Domestic Servt Pa

第3表  オールト・ファミリー（1870年人口センサス）

3この年、仙台神学校に赴任したシュネーダー夫妻には
1,200ドルの年俸が支給されたことからすれば、オールト
の資産は、ほぼ1年分の年収に相当する（なお、当時のア
メリカ横断鉄道料金は、1人110ドル余、サンフランシス
コ・横浜の太平洋横断の船賃は1人160ドルとされている）。
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ールト記念館建設につぎ込んだとすれば、メアリに
対する思いやりを欠く行為とのホーイに対する批判
も的外れなものではない。しかしながら、ホーイは、
「校舎を、私たちは建てなければなりません
し・・・・、私は主キリストのために、喜びをもっ
て、負うべき重荷をあえて引き受ける決心をいたし
ました」として、全責任を負って決断したのである。
新妻メアリに深く感謝し、その父のジョン・オール
トの名をとり「オールト記念館」と名付けたのであ
る。

1886（明治19）年には、仙台の男子普通中等教育
機関として「半官半民の同志社の分校」である宮城
英学校が富田鐡之助・新島襄・デフォレストの主導
で設置され、この争いに後れをとった押川方義・ホ
ーイは仙台神学校を創立することとなったが、翌
1887年には、宮城英学校は「東華学校」と校名を改
め、中等教育機関としての地位を確保し始めていた
のである。この状況の下での、ホーイの一大決心を
しての「オールト記念館」の建設であった。この
「オールト記念館」こそが、東北学院にとっては自
らが所有した最初の土地・建物であった。

2. 校祖D.B.シュネーダーと夫人アンナ
（1）シュネーダーの家族
ディヴィド・B・シュネーダーは、1857（安政4）

年3月23日生まれであったから、ホーイよりも1歳以
上年長であり、フランクリン・アンド・マーシャ
ル・カレッジとランカスター神学校では2学年上級
であった。ホーイは、ランカスター神学校出身の最
初の海外宣教師となり日本に派遣されたが、シュネ
ーダーは、1883（明治16）年から日本派遣宣教師を
志願していたが、これが実現するのは、4年後（ホ
ーイの派遣からほぼ1年半遅れ）のことであった。
東北学院着任後は、50年にわたり東北学院とともに
歩み、東北学院の興隆に寄与したことから東北学院
の校祖のひとりとされ、東北学院では、シュネーダ
ーを記念し、図書館を「シュネーダー記念東北学院
大学図書館」と命名している。
さて、このシュネーダーの調査個票は、1860年、

1870年、1880年の人口センサスともに、ペンシルバ
ニア州ランカスター郡ブレックノック・タウンシッ
プ（ Brecknock Township in the County of
Lancaster）での調査に記録されている。
（現代の）2010年の人口センサスでは、このブレ

ックノック・タウンシップの人口は7,000人未満と小
規模であるが、センサスは、3つのコミュニティ

（ボウマンズヴィル、ファイブポイントヴィル、レ
ッドラン）に分けて実施されている。1860年センサ
スでは、タウンシップの人口は、1,494人に過ぎず、
タウンシップの「最寄りの郵便局」も、ボウマンズ
ヴィルから 8マイル西方の「リームスタウン
（Reamstown）」であった。1870年センサスでは、人
口が1,600人ちょうどとなり、アメリカの郵便制度の
整備もあり、タウンシップの郵便局も「ボウマンズ
ヴィル（Bowmansville）」に変わっている。
『東北学院百年史』では、「ボウマンズヴィルの

シュネーダーの生家」という表現がなされ、『シュ
ネーダー博士の生涯』では、「北米合衆国ペンシル
ヴェニヤ州ボーマンスビル村に生る」という表現が
なされており、ここが出生地である。しかも、ディ
ヴィドのミドル・ネームが「ボウマン（Bowman）」
であることから、このBowmansvilleに由来するもの
と推測することもできよう。
各年の人口センサスともに、ディヴィドは、

「Davis」と記載されている。これは、『シュネーダ
ー博士の生涯』の「両親からデービスと呼ばれてい
たデービッド少年（p.11）」の表現の通りであった。

1860年調査では、父バルザー（28歳）、母エリザ
ベス（27歳）、姉サラ（5歳）、ディヴィド（3歳）の
家族構成であったが4、エリザベスの母と推測される
メアリ・ボウマン（Mary Bauman、59歳）という
女性も同居していた（個票の紹介は省略する）。な
お、ディヴィドが生まれた頃、親から買い受けた62
エーカー（約25ヘクタール）の農地を開拓するのに
懸命であったとされているが（『東北学院百年史』、
p.273）、この人口センサスに記載された不動産評価
額は2,000ドル、（農地以外の）個人資産は300ドルで
あった。

1870年調査では、ディヴィドの下には、チャール
ズ（9歳）、メアリ（5歳）、マーティン（6か月）が
生まれている。不動産評価額は、倍増以上の4,500ド
ルとなり、個人資産も2,056ドルと急増している。な
お、この1870年調査では、1860年調査の正しいスペ
ルの「Schneder」ではなく、「Schader」を判読され
る表記となっている。

41888年7月21日、シュネーダー夫妻に誕生した男子は、デ
ィヴィドの父にちなみ「ジョン・バルザーと名付け」と
名付けられたが、数日後に天に召されている（『東北学院
百年史』、p.501）。
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ディヴィドは、1880年のフランクリン・アンド・
マーシャル・カレッジ卒業とされていることから、
1880年の第10回人口センサスのときは、ランカスタ
ー市内に住まいしていたとも思われるが、このセン
サスでは、依然として、ブレックノック・タウンシ
ップの調査に記録されている（第4表）。名前は、
「Davis」のまま変わらないが、職業は、「学生（at
college）」となっている。家族関係では、弟チャー
ルズ（19歳）の職業が「教師（teacher）」となって
いることが目を引く。この記録は、「弟のチャール
ズも教師になった」の通りである（『東北学院百年
史』、p.275）』）。1870年調査で生後6か月だったマー
ティンは、1880年調査では記録されておらず、代わ
って、将来、医師となる一番下の弟のエイモス（4
歳）が記録されている。さらには、バルザーの孫娘
として、6歳のエマ（Good Emma）も記録されてい
る（Goodは、このタウンシップでは比較的ポピュラ
ーな姓である）。

（2）シュネーダー夫人アンナ
1883年、ランカスター神学校を卒業したシュネー

ダーは、母教会のメイタウン教会から独立したばか
りの、ランカスター郊外のマリエッタの教会に牧師
として赴任する。シュネーダーは、ここで10歳年下
のアンナ・シェーンバーガーとめぐり会い、1887年
10月、レディング市の聖
スティーヴン教会で結婚
式を挙げ、日本に赴任す
る。12月21日に横浜に到
着し、15日に開通したば
かりの上野・塩竈間の鉄
道に乗車し、1888年1月1
日に仙台に到着する。このとき、アンナは19歳であ
った。
シェーンバーガー・ファミリーの個票は、1870年

調査と1880年調査ともに、ペンシルバニア州ランカ

スター郡マリエッタ（Marietta in the Lancaster
County）に記録が残されている。アンナは、1868年
12月12日のマリエッタ生まれであったから、人口セ
ンサスでは、それぞれ、2歳、12歳と記録されてい
る。
アンナの父ジョンは、「徴兵を避けるため12歳の

時ドイツから渡米して来た（『シュネーダー博士の
生涯』、p.31）」とか、「若い時に徴兵を忌避してドイ
ツからアメリカに移住し、パン焼きを生業としてい
た（『東北学院百年史』、p.278）』）」とされている。
人口センサスでの職業は、ともに「Baker」と記録
され、出生地は、ドイツ中部のヘッセン大公国（ヘ
ッセン＝ダルムシュタット：（英語表記）Hesse
Darmstadt）であった。第5表の1880年調査では、名
前は「John F」となっているが、1870年調査では、
単に「フレデリック（Frederick）」であった。ドイ
ツでの「フリードリヒ（Friedrich）」に由来する名
前を、渡米後、10年以上も使っていたのである。さ

らに、1880年調査には
父母の出生地も記載さ
れているが、ジョンの
父母（アンナの祖父母）
は、当然のことながら、
ヘッセン＝ダルムシュ
タットの出生であっ
た。なお、1870年のア
ンナ一家の（パン屋の
店舗・土地の資産価値
と思われる）不動産価

値が1,000ドル、（不動産以外の）資産価値が200ドル
であった。無一文でヨーロッパからアメリカへ渡っ
た移民も数多くいる中にあっては、（裕福なホーイ
家やシュネーダー家とは比較にはならないが、聖職
者であったオールトの父でも、1,050ドルの個人資産
であったから）経済的に恵まれた方に入る。

これに対して、母マーガレットは、（1880年調査
では何故か同名のアンナ・Mと記録されているが）
ペンシルバニア生まれであった。その父母は、とも
にドイツのバイエルン（英語名：バヴァリア

寄　稿

家屋番号 世帯番号 氏名 カラー 性別 年齢 続柄 職業 出生地 父の出生地 母の出生地

12 15 Schneder     Baltzer w m 45 farmer Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　―　　　　　Lizzie w f 47 wife Keeping house Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　― 　　　　 Sarah B. w f 25 daughter at home Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　―　　　　　Davis  B. w m 23 son at college Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　―　　　　　Charles  B. w m 19 son teacher Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　―　　　　  Mary  B. w f 14 daughter at home Pennsylvania Penn'a Penn'a

　　― 　　　　 Amos  B. w m 4 son  at home Pennsylvania Penn'a Penn'a

Good           Emma w f 6 grand daughter at home Pennsylvania Penn'a Penn'a

第4表  シュネーダー・ファミリー（1880年人口センサス）

家屋番号 世帯番号 氏名 カラー 性別 年齢 続柄 職業 出生地 父の出生地 母の出生地

323 324 Schoenberger, John F.  W M 37 Baker Hesse  Darmstadt Hesse  D. Hesse  D.

  
　　― 　　　　　　Anna M

W F 38 wife Keepin House Penna Bavaria Bavaria

　　― 　　　　　　Anna M
W F 12 daughter At School Penna Hesse  D Penna

＜以下、妹弟6名省略＞ 　 　 　 　

Myer         Adam W M 42 Boarder Baker Baden Baden Baden

第5表  シェーンバーガー・ファミリー（1880年人口センサス）

Keeping House
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（Bavaria））生まれであった。
このように、アンナは、父がドイツ生まれ、母も

ドイツ移民二世とドイツ色豊かな家庭に生まれ育
ち、1880年時点では、おまけにドイツのバーデン生
まれのパン職人（44歳）も同居させていたのであっ
た。なお、アンナは、「八人の子供の最年長のアン
ナ」とされているが（『東北学院百年史』、p.278）、
このセンサスでは、二男五女の最年長者であった。
シュネーダー夫妻は、このマリエッタで知り合い

になったが、婚約後まもなく、アンナの父の仕事上
の都合で一家はレディング市に転居したことから、
この地で結婚式を挙げることになったのである。
ホーイの先祖は、18世紀初頭にスコットランドか

らアメリカに移住したと伝えられ、また、シュネー
ダーの6世代前の先祖も、1729年9月にスイスからア
メリカに移住したと伝えられており、既に紹介した
ように、ともに大規模な農地を耕作する裕福な農家
に育った。経済的に成功すると、能力に恵まれた子
供を聖職者にすることが誇りとされた時代にあっ
て、ホーイとシュネーダーは、ともにランカスター
神学校を卒業し、宣教師として日本に派遣されたの
であった。ホーイ夫人メアリの先祖も、父方・母方
とも植民地時代まで（父方は3代前まで、母方は4代
前まで）遡れる家系であった。メアリ自身も、先に
紹介したようにドイツ改革派教会の聖職者の娘であ
り、メアリ自身も女性宣教師として日本に派遣され
たのであった。
これに対して、シュネーダー夫人アンナは、ペン

シルバニア生まれではあるが、ドイツ移民の二世で
あった。パン職人の父の下で、幼い頃からたくさん
の弟妹の世話をして育ち、教育を受ける機会にも恵
まれなかったが、「生来の積極性と親しみやすさの
故に」、「身体ごとぶつかって砕けることを意に介さ
ない率直さ」があった（『東北学院百年史』、
pp.278‑279）。

3. 宮城女学校校長プルボー
アメリカのドイツ改革派教会外国伝道局は、日本

での女子教育のために、1885年、2人の女性宣教師
を選任し、翌年、2人を仙台に送る。宮城女学校
（現在の宮城学院）の校長となるエリザベス（リズ
ィ）・R・プルボーと、先に紹介した教員となるメ
アリ・B・オールトの2人である。押川は、当初から
女子教育機関の設立を企図していたとされ、女子教
育機関設置に関して他との競合もなかったので、押
川が校主となり、宮城女学校の設置を申請し、1886

（明治19）年9月18日に認可される。
1854年12月27日生まれのエリザベス（リズィ）は、

1860年のペンシルバニア州ヨーク郡スプリング・ガ
ーデン・タウンシップ（Spring Garden Township
in the County of York）の人口センサスに登場する
（第6表）。父ジョサイア（40歳）と母マーガレット
（37歳）の間には、13歳の女子をはじめ二男五女が
あり、エリザベス（6歳）には、2人の兄・2人の
姉・2人の妹がいた。2歳下の妹エマは、後に、結婚
退職したオールトに代わって宮城女学校の教師とな
り、校長で姉のエリザベスの下で音楽等を教えるこ
とになる。
この当時のプルボー家は、農業に従事していた。

18歳の男性を農業従事者として雇い、15,500ドルの
不動産価値のある農地を耕作し、1,370ドルの（不動
産以外の）資産を持つ大きな農家であった。1860年
のこの15,500ドルの不動産価値は、シュネーダー家
の2,000ドルはもとより、ホーイ家の12,000ドルより
も大きく、かなり裕福な農家であった。

1870年の人口センサスでは、プルボー家は、サマ
セット郡ベルリン・ボロー（Berlin Borough in the
County of Somerset）に移っている（これが、『東
北学院百年史』、p.324に記載された出身地であり、
『ウィリアム・ホーイ伝』、p.13ではベルリンと記載
された出生地である）。このセンサスでは、エリザ
ベスは「リズィ（Lizzie）、15歳、女性、白人、ペン
シルバニア」と記載され、父の職業も、「日用品を
扱う商人」に変わっている（『ホーイ伝』によれば
「商業に従事し、改革派教会の長老をつとめていた」
のであった）。兄ヘンリーも21歳となり、職業も
「Clerk in Store」の記載となっている。多分に父ジ
ョサイアの店を手伝っているものと推測される。さ
らに2人の弟も生まれたが、着目すべきは、農村か
ら都市に出て商業に従事することで、不動産価値が

家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 職業 出生地

289 303 Jessiah     Poorbaugh 40 m Farmer Pennsylvania

  
Margaret

36 f  〃

Ada 13 f  〃

Henry 12 m 〃

Meisen 10 m 〃

Anna 8 f 〃

Elizabeth 6 f 〃

Emma 4 f 〃

Clara 1 1/2 f 〃

John  Butcher 18 m Servant 〃

第6表  プルボー・ファミリー（1860年人口センサス）



1.4倍の21,800ドルの評価となり、（これを除く）個人
資産も先の5.7倍の7,760ドルとなったことである。
1860年代後半は、アメリカでは南北戦争が終結し、
工業化・産業化が始まった時期であったから、プル
ボー家は、時流に乗って規模を拡大したのであった。

1880年のセンサスも、ベルリン・ボローでの調査
である。「家屋番号」、「世帯番号」ともに「1」を付
けられ、このボローでの最初の調査対象者になった
（1880年6月1日調査）。父の職業「日用品を扱う商人」
には変わりがなかったが、兄と姉が独立し、さらに
2人の弟も生まれるなどの家族の変化も見られる。
しかし、何故か、25歳となったエリザベス自身は、
このボローでの最後の調査欄（1880年6月10・11日
調査）の「単身者9世帯」と「親子1世帯」の項目の
中に「追記」されているのである。エリザベスは、
小学校教師をしていたとされていることから、親元
から離れた単身者として自立して生活していたため
か、あるいは、調査上の単純なミス・脱漏の補正の
ためなのか、は不明である（彼女の職業欄は、空白
のままであった）。ともかくも、裕福な家庭に育ち
小学校教師の経歴を持つエリザベスは、この6年後
には、32歳で宮城女学校の初代校長になるのである。

4. 東華学校教師デフォレスト夫妻
2016（平成28）年7月25日、これまで登録有形文

化財であった「東北学院旧宣教師館（デフォレスト
館）」が一段階スキップして「国の重要文化財」に
指定され、文部大臣より「重要文化財指定書」が交
付された。1869（明治20）年冬に建造されたもので、
わが国に現存する外国人宣教師住宅として最も初期
のものである5。デフォレスト夫妻はこの宣教師館の
住人であった。
デフォレストは、1871年からアメリカ合衆国コネ

ティカット州マウント・キャメルで会衆派（組合派）
の牧師を務めていたが、1874年にアメリカン・ボー
ドから日本に宣教師として派遣され、西日本（大阪）
を中心に活動をしていた（この時期、アメリカン・
ボードは、事実上、会衆派外国伝道局の指導の下に
あった）。1874（明治7）年10月、デフォレスト夫妻
は、ほぼ10年ぶりに帰国する新島襄（会衆派（組合
派）教会牧師）とともに、コロラド号（サンフラン
シスコ～横浜の太平洋航路）に乗船し来日したので
あった。
新島は、翌1875（明治8）年、同志社英学校を設

立するが、それからほぼ10年後の1886（明治19）年
には、宮城英学校（翌年、東華学校と改称）の設立

にも関与したのであった。駐米少辦務使・森有禮は、
1871（明治4）年3月、幕末に密航し渡米した新島の
パスポート発給に尽力するが、その森は、明治19年
には初代の文部大臣に就いていた。また、新島は、
アメリカ留学生であった富田鐡之助とも、1872年3
月（明治5年2月）にワシントンの辦務使館で出会う
が（富田は、その後にニューヨークの領事心得や副
領事に就任するが）、その富田は、明治19年には日
本銀行の初代副総裁に就いていた6。
森は、文部大臣ではあったが、森個人としても、

1875（明治8）年に、富田や福澤諭吉、さらには、
東京府知事の大久保一翁や東京会議所の渋澤栄一等
の助力を得て、商法講習所（現在の一橋大学）を設
立した経験があったのである。新島は、この森を心
の支えに、また、宮城英学校の設立の実務について
は、仙台藩士として幕末から富田と深い関わりがあ
った仙台区長・松倉恂等の仙台の有力者の支援を得
て、ついに設立にこぎつけたのであった。
こうして、明治19年、宮城英学校（東華学校）は、
校長・新島襄、副校長・市原盛宏、外国人教師デフ
ォレスト等の体制で発足する（経営組織の「仙台造
士義会（後の東華義会）」の責任者は、富田鐡之助
であった）。他方、男子普通教育のための学校設立
において新島・富田と競合した押川は、その設立を
断念し、ホーイとともに、神学教育のための「仙台
神学校」を設立する。
東華学校の外国人教師デフォレストは、今回、

「国の重要文化財」に指定された宣教師館に住まい
した7。そのデフォレスト（ジョン・キン・ハイド）
は、1844年6月25日、コネティカット州ウエストブ
ルックで生まれた。父ウィリアム・A・ハイドは、
やはりこの地の会衆派の牧師であった。このジョン
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5デフォレスト館に関しては、志子田（2013）及び『登録
有形文化財デフォレスト館ハンドブック』等を参照し、
デフォレストのエピソードは、The Evolution of
Missionaryを参照した（参照ページについては、記載を
省略する）。

6髙橋（2016）を参照のこと。
7仙台市のデパート「藤崎」は、1819（文政2）年創業の
「木綿商」から始まるが、中興の祖とも言われる4代目藤
﨑三郎助（1868‑1926）は、15歳頃から7年にわたり、デフ
ォレストについて英語を勉強したとされ、デフォレスト
の啓発もあって後年に南米貿易を始めたとも言われてい
る（『藤崎三郎助』のp.1、p.30及びp.115等による。ただし、
この著作には時間的経過を検討すると整合性がとれない
記載も見受けられる）。
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は、1850年の人口センサスでは、ミドルセックス郡
ウエストブルック（West Brook in the County of
Middlesex）の調査に登場する（第7表）。父ウィリ
アム（45歳）は、コネティカット生まれの「Long
Minister」と記載されている。母マーサは、34歳と
まだ若く、ジョンは、8人兄弟姉妹の5番目とされて

いるが、当時は、姉1人と兄3人・弟2人がいた。
一家は、1854年には、同じコネティカット州グリ

ーンヴィッチに移り、ジョンは、1860～1861年には、
16歳でコネティカット州ボズラーヴィルの教師にな
る。1862～1863年には、南北戦争にも従軍（28th

Connecticut Volunteers）した後、再び、ニューヨ
ーク州アービントンの教師になっている。その後、
1864年、20歳でエール大学に入学し
（1868年の卒業）、1871年にエール
神学校を卒業している。エール大
学・神学校の勉学に際し、デフォ
レストと名乗ることが奨学金を与
えられる条件であったことから、
ジョン・キン・ハイドは、両親の
同意も得て、公式に、ジョン・ハ
イド・デフォレストとなる。その後、デフォレスト
は、会衆派の聖職者叙任の後、コネティカット州マ
ウント・キャメルの牧師を務め、1874年にアメリカ
ン・ボードの宣教師となったのであった。
この略歴からすれば、1860年人口センサスでは

「ハイド」として、1870年センサスでは「デフォレ
スト」として記載されたと思われるが、いまのとこ
ろ個票を探せないでいる。ただし、1870年センサス
では、聖職者（Clergyman）の父ウィリアム・ハイ
ド（65歳）と母マーサ（53歳）は、8人の子どもの
末子エリザベス（19歳）とともに、コネティカット
州ニュー・ロンドン郡ライム・タウン（Town of
Lyme in the County of New London）に居住してい

たことが判明している。
ところで、デフォレストは、叙任後にニューヘイ

ブンのサラ・C・コンクリンと結婚しているが、不
幸にして、サラの逝去によってわずか1年の結婚生
活で終わった。しかし、アメリカン・ボードの宣教
師になることが決まる時期には、コネティカット州

グイルフォード（Guilford in the County
of New Haven）のサラ・エリザベス・ス
ターと出会い、1874年9月23日に結婚し、
アメリカン・ボードの年次総会で送別赴任
の辞を述べた後、サンフランシスコからコ
ロラド号に乗船し横浜に来たのであった。
このサラ・E・スターは、ヴァーモント、
ミネソタ、コネティカットで7年間にわた
って教師をしていた。実際、1870年の人口
センサス（コネティカット州グイルフォー
ド）では、24歳の「Sarah. E」の職業は
「Teacher」であった（第8表）。父ジョン

（49歳）は農民であったが、不動産評価3,000ドル、
個人資産12,000ドルをもつ資産家であった。家族は、
母リディア（50歳）、聖職者となった兄エドワード
（26歳）、と学生の弟ジョン（22歳）のほか、同名の
祖母サラ（87歳）もいた。
サラに関しても、1850年センサスと1860年センサ

スの個票はまだ見つけ出せない。

むすび
『東北学院百年史』やメンセンディークが著した

『ホーイ伝』、『シュネーダー博士の生涯』、A Dream
Incarnate 等は、精確に記述されており、アメリカ
人口センサスの調査個票と比較しても齟齬は見られ
ない、というのが本稿の結論である。この精確さこ
そが、個票探索の大幅な時間短縮につながった。
これに対して、A Biography of John Hyde

DeForest（デフォレスト伝）というサブ・タイトル
がついたThe Evolution of Missionaryは、1914年に、
夫妻の次女シャーロット（1905年に神戸女学院の第

家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 カラー 職業 出生地

213 245 Starr      John S. 49 M W Farmer Conn

 ―　　　　Lidya A 50 F W Keeps house Conn

 ―　　　Edward C 26 M W Clergyman Conn

 ―　　　　Sarah E 24 F W Teacher Conn

 ―　　　　John  N 22 M W Student Conn

 ―　　　　Sarah 87 F W Conn

第8表  スター・ファミリー（1870年人口センサス）

家屋番号 世帯番号 氏名 年齢 性別 職業 出生地

56 63 William A  Hyde 45 m Long Minister Conn

Martha  M 　〃 34 f   

 Mary B        〃 15 f  N.Y.

（改ページ）

56 63 William H  Hyde 12 m  N.Y.

Joel M         〃 11 m  Conn

Albert A      〃 9 m   

John K         〃 6 m   

Clisha B       〃 4 m

Lyman M    〃 2 m

第7表  ハイド・ファミリー（1850年人口センサス）



5代院長に就任）によって刊行されたものであるが、
東北学院関連の個人的ヒストリアほどには、若きデ
フォレストの精確な記述が少なく、個票検索も思わ
しくなかった。
アメリカ人口センサスからの新たな発見は、次の

2点である。
シュネーダー夫人アンナの父が、ドイツからの移

民であることはよく知られていたが、ドイツ中部の
ヘッセン大公国（ヘッセン＝ダルムシュタット）出
身で、渡米後の10数年間、ドイツでの「フリードリ
ヒ（ Friedrich）」にちなみ、「フレデリック
（Frederick）」を名乗っていたことである。
また、これまでプルボーの父がペンシルバニア州

サマセット郡ベルリンで商業を営んでおり、彼女も
ここで生まれたとされていたが、1860年人口センサ
スから、ヨーク郡スプリング・ガーデン・タウンシ
ップに居住し、父も農業を営んでいたことが判明し
た。南北戦争が終わった1860年代にベルリンという
やや大きな町に移ったのである。
最後に、男子の普通教育学校設立をめぐって競合

した押川・ホーイと新島・デフォレストであった
が、本学所蔵のThe Evolution of Missionaryの表紙
の扉には、

To the Library of Tohoku Gakuin,
in memory of my father’s connection with the
institution.

Charlotte B. DeForest.
と記されたシャーロットの献辞があることを紹介
し、本稿をおえる。
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